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Ⅰ 調査の概要 
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１ 調査目的 

・刈谷市の都市づくりのあり方について、広く市民の意見を得る。 
・総合計画で示す施策の進捗状況を把握して、今後の総合計画の進行管理や行政評価のための

参考となる資料を得る。 
 

２ 調査方法等 
・調査地域  刈谷市全域       ・調査対象  市内在住の 20 歳以上の男女 

・標 本 数  2,000 人        ・抽出方法  無作為抽出法 

・調査方法  郵送配布、郵送回収      ・調査時期  平成 18 年 11 月 
 

３ 回収結果 
標本数 有効回答数 回収率 

2,000 1,175 58.8％ 

 

４ 調査項目 
１ 回答者のプロフィール 

２ 刈谷市の全体の印象について 

３ 生涯学習、ボランティアなどについて 

４ スポーツへの取り組みについて 

５ 文化・芸術について 

６ 男女平等の意識について 

７ 健康について 

８ 環境について 

９ 防災・災害対策について 

10 広報・広聴について 
 

５ 報告書の見方 
・グラフにおける比率はすべて％（パーセント）で表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出して

いる。したがって、各項目の構成比の合計は必ずしも 100.0％にならない。 

・複数回答が可能な設問では、構成比算出の母数は回答者数（票数）とし、その項目を選び○をつけ

た人が全体から見て何％なのかという見方をした。そのため、各項目の比率を合計すると 100％以

上になる。 

・グラフにおける選択肢や凡例の表現は、趣旨が変わらない程度に簡略化して掲載されている場合が

ある。また、比率の数値が図中に納まらない場合は、小数点以下四捨五入により整数化したり、あ

るいは省略したりしている場合がある。 



 

 

 

 

 

 

Ⅱ 調査の結果 
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3 9 .3

5 6 .1

5

1 1 7 5

凡例

男性

女性

無回答

8.2

2 0 .8

4 9 .3

1 4 .4

5 .5

1 1 7 5

凡例

ひとり暮らし

夫婦のみ

親子二世帯（二世代）

親子孫三世帯（三世代）

兄弟・姉妹

その他

無回答

7.6

3 5 .8

1 5 .2

3 6 .2

3

1 1 7 5

凡例

自営業（農林業等従事者も含む）

会社員等（公務員・会社役員・専門職も含む）

学生・専門学校生

アルバイト・パート

無職（家事従事者も含む）

その他

無回答

１ 回答者のプロフィール 
（１）性別               （２）年齢 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）家族構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）職業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 

4.6 

（％） 

1 1 .3

2 3 .2

1 6 .9
1 9 .7

1 5 .7

1 1 .6

1 1 7 5

凡例

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳以上

無回答

1.5

（％） 

1.7 
0.2 

（％） 

1.1 

2.6 

1.4 

（％） 
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（５）居住地区（中学校区別） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）居住年数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）住宅の種類 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 

問１（５）居住地（中学校区別）

15 .1

1 8 .1

1 6 .91 6 .8

1 6 .3

1 4 .9
2

1 1 7 5

凡例

刈谷南中学地区

刈谷東中学地区

富士松中学地区

雁が音中学地区

依佐美中学地区

朝日中学地区

無回答

1.9 

（％） 

2
1 0 .7

6 .7

1 3 .8

6 4 .3

1 1 7 5

凡例

半年未満

半年以上１年未満

１年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

無回答

1.6 

2.1 

0.8 

（％） 

6 8 .2

8 .2

1 3 .3

5 .4 2

1 1 7 5

凡例

１戸建て持ち家

１戸建て借家

分譲マンション

賃貸マンション・アパート

社宅・官舎・寮

公営・公団住宅

その他

無回答

0.9 0.7 

2.2 

1.2 

（％） 

（％） 

（％） 
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（８）買い物先 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）買い物の主な移動手段 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 
件数=11 7 5

刈谷市内            
                    
                    

碧南市              
                    
                    

安城市              
                    
                    

知立市              
                    
                    

高浜市              
                    
                    

豊明市              
                    
                    

東浦町              
                    
                    

大府市              
                    
                    

豊田市              
                    
                    

岡崎市              
                    
                    

名古屋市            
                    
                    

その他              
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

8 1.7

0.1

2.9

3.1

1.9

1.3

4.3

0.3

0.1

0.2

2.7

0.8

0.6

（％） 

5

1 6 .3

7 5 .5

1 1 7 5

凡例

徒歩

自転車

自動車

バス

電車

その他

無回答

4.9

0.2 1.4 0.8

1.0 

（％） 
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（10）勤務地・通学先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）通勤・通学の主な移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 

問１（10）職場・学校の場所

件数=75 0

刈谷市内            
                    
                    

碧南市              
                    
                    

安城市              
                    
                    

知立市              
                    
                    

高浜市              
                    
                    

豊明市              
                    
                    

東浦町              
                    
                    

大府市              
                    
                    

豊田市              
                    
                    

岡崎市              
                    
                    

名古屋市            
                    
                    

その他              
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0

4 7.3

1.1

6.9

4.0

2.4

1.1

1.3

2.3

4.7

1.7

9.2

7.6

1 0.4

（％） 

0.3 

問１（11）通勤・通学の主な移動手段

7.7

1 0 .1

5 5 .9

1 3 .3

2
1 0 .7

7 5 0

凡例

徒歩

自転車

自動車

バス

電車

その他

無回答

2.0 

（％） 
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２ 刈谷市の全体の印象について 
（１）住みやすさの評価 

 
問２．総合的にみて、刈谷市は住みよいところだと感じますか。（○は１つ）        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

・「どちらかといえば住みやすい」が 55.9％、「大変住みやすい」が 22.7％であり、合計 78.6％

が『住みやすい』と評価している。「どちらかといえば住みにくい」は 3.5％、「大変住みにくい」

は 0.9％となっている。 

 

□住みやすさ 

 １８年度 １６年度 １４年度 １２年度 １１年度 
住みやすい ７８．６％ ７６．５％ ７３．９％ ６７．９％ ６６．７％

どちらともいえない １６．３％ １７．２％ １９．６％ ２０．４％ ９．１％

住みにくい ４．４％ ５．７％ ５．６％ ８．１％ １９．９％

 

 

（％）

2 2 .7

5 5 .9

1 6 .3

3

1 1 7 5

凡例

大変住みやすい

どちらかといえば住みやすい

どちらともいえない

どちらかといえば住みにくい

大変住みにくい

無回答

3.5 

0.9 0.6 

（％） 
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4 3 .7

4 0 .5

5

9 .6

1 1 7 5

凡例

いつまでも住み続けたい

当分住み続けたい

できれば他市町村へ移転したい

すぐにでも他市町村へ移転したい

わからない

無回答

5.3 

0.3 
0.7 

（％）

 
（２）これからの居住意向 

 
問３．これからも刈谷市に住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「いつまでも住み続けたい」が 43.7％、「当分住み続けたい」が 40.5％であり、合計 84.2％が

『住み続けたい』と答えている。 

 
□居住意向 

 １８年度 １６年度 １４年度 １２年度 １１年度 
住みつづけたい ８４．２％ ８３．６％ ８１．４％ ７６．１％ ７５．９％

移転したい ５．６％ ６．０％ ６．６％ ９．３％ １７．４％
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無
回
答
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

                                  

（１）都市の美化、景観の整備      

（２）幹線道路の整備              

（３）生活道路の整備              

（４）刈谷駅周辺の整備            

（５）鉄道などの公共交通の便利さ  

（６）バスなどの公共交通の便利さ  

（７）公園、子供の遊び場の整備    

（８）緑化の推進、自然環境の保全  

（９）水辺の憩いの場（河川・池沼）

（１０）学校の地域開放（施設開放）

（１１）生涯学習情報の提供        

（１２）生涯学習施設の整備        

（１３）生涯学習プログラムの充実  

（１４）スポーツ施設の整備        

（１５）健康づくり、保健指導の充実

（１６）医療の充実                

（１７）高齢者福祉の充実          

（１８）障害者福祉の充実          

（１９）子育て支援の充実          

（２０）防災・災害対策の推進      

（２１）防犯対策の推進            

件数 平均

16 .1 5 4 .5 1 5 .2  1 1 7 5 ( 3 . 0 0 )

1 8 .6 4 3 .6 1 7 .4 8 .7  1 1 7 5 ( 3 . 0 1 )

1 4 .6 4 4 .3 2 2 .9  1 1 7 5 ( 2 . 8 8 )

9 .9 4 3 .1 2 3 .9 1 4 .6  1 1 7 5 ( 2 . 6 5 )

1 6 .4 2 0 .7 3 5 .2 1 5 .3 8 .9  1 1 7 5 ( 3 . 2 1 )

9 .0 3 5 .2 2 7 .1 1 9 .6  1 1 7 5 ( 2 . 5 2 )

1 6 .9 4 6 .3 1 8 .3 8 .8  1 1 7 5 ( 2 . 9 3 )

1 7 .6 4 8 .2 1 8 .7  1 1 7 5 ( 2 . 9 6 )

1 3 .4 4 4 .8 2 3 .6  1 1 7 5 ( 2 . 8 0 )

1 1 .8 6 1 .4 1 0 .9  1 1 7 5 ( 3 . 0 6 )

1 3 .7 5 7 .2 1 4 .1  1 1 7 5 ( 3 . 0 4 )

1 2 .6 5 7 .1 1 5 .9  1 1 7 5 ( 2 . 9 8 )

1 1 .5 5 8 .4 1 5 .9 8 .7  1 1 7 5 ( 2 . 9 6 )

1 6 .9 4 5 .4 2 1 .2  1 1 7 5 ( 2 . 9 3 )

1 5 .0 5 4 .6 1 7 .3  1 1 7 5 ( 3 . 0 0 )

2 0 .9 4 3 .3 1 9 .0  1 1 7 5 ( 3 . 0 4 )

1 3 .2 5 0 .0 2 0 .3  1 1 7 5 ( 2 . 9 0 )

1 0 .6 5 4 .6 1 8 .0 8 .7  1 1 7 5 ( 2 . 8 9 )

1 3 .4 4 9 .3 1 8 .6 9 .1  1 1 7 5 ( 2 . 8 9 )

1 1 .1 5 5 .0 1 9 .2  1 1 7 5 ( 2 . 8 6 )

1 0 .5 4 9 .2 2 2 .1  1 1 7 5 ( 2 . 7 4 )

（３）市政に対する現在の評価と今後の重要性 
 

 問４．市政に対する満足度・重要度についておたずねします。刈谷市の現状に対し、あ

なたのお気持ちに最も近いものを（１）から（２１）までの項目について、満足度・

重要度でそれぞれ１つずつ選んで、○をつけてください。 

＜満足度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 

5.6 3.2

3.3

3.4

3.4

8.2

4.0

5.4

8.5

6.6

4.6

6.0

5.5

4.1

4.3

3.5

3.0

3.8

4.1

3.3

4.8

5.6

3.3

3.7

2.0

2.0 8.2 8.0

8.14.5

6.0

4.8

4.7 6.6

2.3 7.6

4.8 8.0

5.3 7.2

2.6

2.8 8.1

8.4
2.2

2.6
8.510.9

7.3 7.6

5.5 5.9

3.7

3.5

3.4
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2.52

2.65

2.74

2.80

2.86

2.88

2.89

2.89

2.90

2.93

2.93

2.96

2.96

2.98

3.00

3.00

3.01

3.04

3.04

3.06

3.21

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5

鉄道の便利さ

学校の地域開放

生涯学習情報の提供

医療の充実

幹線道路の整備

都市の美化、景観の整備

保健指導の充実

生涯学習施設の整備

自然環境の保全

生涯学習プログラムの充実

公園、遊び場の整備

スポーツ施設の整備

高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実

子育て支援の充実

生活道路の整備

防災・災害対策の推進

水辺の憩いの場

防犯対策の推進

刈谷駅周辺の整備

バスの便利さ

 
＜満足度の平均ポイント＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・「満足」を５点、「やや満足」を４点、「ふつう」を３点、「やや不満」を２点、「不満」を１点

として計算し、満足度の平均ポイントを算出した。平均ポイントは５に近いほど満足であること

を、１に近いほど不満であることを示し、各施策について全体の平均的な満足度を示す重要な指

標である。 
・満足度の平均ポイントの上位５項目は、以下のようになっている。 
 

１：鉄道の便利さ ································3.21 

２：学校の地域開放 ······························3.06 

３：生涯学習情報の提供 ··························3.04 

４：医療の充実 ··································3.04 

５：幹線道路の整備 ······························3.01 
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○満足度（平均点数） 

 
平成 

１８年度 
平成 

１６年度 
平成 

１４年度 
平成 

１２年度 
鉄道の便利さ ３．２１ ３．３６ ３．３２ ３．２２

学校の地域開放 ３．０６ ３．０３ ３．０１ ２．９６

生涯学習情報の提供 ３．０４ ３．０４ ３．００ ２．８５

医療の充実 ３．０４ ３．０２ ２．８９ ２．６５

幹線道路の整備 ３．０１ ２．９０ ２．９２ ２．６３

都市の美化、景観の整備 ３．００ ２．８１ ２．７９ ２．７７

健康づくり、保健指導の充実 ３．００ ２．９４ ２．９２ ２．８５

生涯学習施設の整備 ２．９８ ２．９７ ２．９２ ２．８５

緑化の推進・自然環境の保全 ２．９６ ２．８４ ２．７７ ２．７０

生涯学習プログラムの充実 ２．９６  
スポーツ施設の整備 ２．９３ ２．７７ ２．７９ ２．７１

公園・子どもの遊び場の整備 ２．９３ ２．９０ ２．８０ ２．７３

高齢者福祉の充実 ２．９０ ２．９２ ２．８２ ２．７５

障害者福祉の充実 ２．８９  
子育て支援の充実 ２．８９  
生活道路の整備 ２．８８ ２．８２ ２．７９ ２．５８

防災・災害対策の推進 ２．８６  
水辺の憩いの場 ２．８０ ２．６６ ２．６３ ２．６０

防犯対策の推進 ２．７４  
刈谷駅周辺の整備 ２．６５ ２．８２ ２．７６ ２．７８

バスの便利さ ２．５２ ２．４５ ２．１５ ２．４８

 
※刈谷駅周辺の整備は、16 年度までは、駅周辺の駐輪場の整備となっていた。 
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重
要
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

や
や
重
要
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

ふ
つ
う
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

重
要
で
は
な
い
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

　
無
回
答
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

                                  

（１）都市の美化、景観の整備      

（２）幹線道路の整備              

（３）生活道路の整備              

（４）刈谷駅周辺の整備            

（５）鉄道などの公共交通の便利さ  

（６）バスなどの公共交通の便利さ  

（７）公園、子供の遊び場の整備    

（８）緑化の推進、自然環境の保全  

（９）水辺の憩いの場（河川・池沼）

（１０）学校の地域開放（施設開放）

（１１）生涯学習情報の提供        

（１２）生涯学習施設の整備        

（１３）生涯学習プログラムの充実  

（１４）スポーツ施設の整備        

（１５）健康づくり、保健指導の充実

（１６）医療の充実                

（１７）高齢者福祉の充実          

（１８）障害者福祉の充実          

（１９）子育て支援の充実          

（２０）防災・災害対策の推進      

（２１）防犯対策の推進            

件数 平均

24.3 3 2 .2 3 1 .0 8 .7  1 1 7 5 ( 3 . 8 3 )

2 6 .3 2 9 .6 3 1 .3  1 1 7 5 ( 3 . 8 2 )

2 7 .2 3 2 .0 2 9 .1  1 1 7 5 ( 3 . 8 9 )

2 8 .1 2 4 .9 3 2 .0  1 1 7 5 ( 3 . 7 7 )

2 5 .0 2 4 .0 3 5 .7  1 1 7 5 ( 3 . 7 0 )

2 8 .3 2 6 .5 3 1 .1  1 1 7 5 ( 3 . 8 0 )

2 7 .9 2 7 .9 3 3 .8  1 1 7 5 ( 3 . 8 6 )

2 3 .8 2 7 .9 3 3 .0 1 1 .8  1 1 7 5 ( 3 . 8 1 )

1 7 .0 2 7 .8 3 8 .5 1 1 .7  1 1 7 5 ( 3 . 6 2 )

1 0 .1 2 2 .0 4 9 .5 1 2 .6  1 1 7 5 ( 3 . 4 1 )

1 3 .4 2 4 .2 4 6 .1 1 1 .7  1 1 7 5 ( 3 . 5 1 )

1 4 .1 2 5 .0 4 4 .5 1 1 .7  1 1 7 5 ( 3 . 5 4 )

1 2 .7 2 3 .5 4 6 .6 1 2 .3  1 1 7 5 ( 3 . 4 9 )

1 4 .9 2 8 .0 3 9 .2 1 2 .2  1 1 7 5 ( 3 . 5 7 )

1 8 .0 2 7 .2 4 0 .0 1 1 .4  1 1 7 5 ( 3 . 6 6 )

3 6 .0 2 6 .3 2 3 .2 1 0 .5  1 1 7 5 ( 4 . 0 4 )

3 3 .4 2 6 .7 2 4 .3 1 0 .9  1 1 7 5 ( 3 . 9 8 )

2 9 .3 2 6 .1 2 9 .3 1 1 .4  1 1 7 5 ( 3 . 8 9 )

3 3 .7 2 4 .2 2 5 .7 1 2 .3  1 1 7 5 ( 3 . 9 7 )

3 6 .1 2 5 .4 2 4 .3 1 1 .2  1 1 7 5 ( 4 . 0 5 )

4 0 .1 2 4 .0 2 1 .6 1 1 .3  1 1 7 5 ( 4 . 1 2 )

 
＜重要度＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 

3.0
0.9

1.4
3.9 7.5

2.6 8.1
0.9

5.3
2.4

7.4

4.7
2.6

7.9

4.6
2.0

7.5

1.2
1.7 7.5

2.4
1.0

3.3
1.7

4.5
1.2

3.2
1.4

1.3
3.4

3.6
1.4

3.7
2.0

2.4
1.0

2.6 1.4

2.9 1.8

2.0

2.0

2.1 2.0

1.6

1.4

1.4

1.5
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4.12

4.05

4.04

3.98

3.97

3.89

3.89

3.86

3.83

3.82

3.81

3.80

3.77

3.70

3.66

3.62

3.57

3.54

3.51

3.49

3.41

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5

防犯対策の推進

防災・災害対策の推進

医療の充実

高齢者福祉の充実

子育て支援の充実

生活道路の整備

障害者福祉の充実

公園、遊び場の整備

都市の美化、景観の整備

幹線道路の整備

自然環境の保全

バスの便利さ

刈谷駅周辺の整備

鉄道の便利さ

保健指導の充実

水辺の憩いの場

スポーツ施設の整備

生涯学習施設の整備

生涯学習情報の提供

生涯学習プログラムの充実

学校の地域開放

 
＜重要度の平均ポイント＞ 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・重要度についても満足度と同様に、「重要」を５点、「やや重要」を４点、「ふつう」を３点、「あ

まり重要ではない」を２点、「重要ではない」を１点として計算し、重要度の平均ポイントを算

出した。平均ポイントは５に近いほど重要であることを、１に近いほど重要ではないことを示し

ている。 
・重要度の平均ポイントの上位５項目は、以下のようになっている。 
 

１：防犯対策の推進 ······························4.12 

２：防災・災害対策の推進 ························4.05 

３：医療の充実 ··································4.04 

４：高齢者福祉の充実 ····························3.98 

５：子育て支援の充実 ····························3.97 
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＜満足度・重要度の平均ポイントの散布図＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・満足度と重要度との関連性について分析を試みる。重要度が高いのに関わらず満足度が低い項

目を最も優先して取り組むべき課題であると考え、上の散布図における重要度が 3.8 以上かつ満

足度が 3.0 以下の範囲（網掛け部分）に含まれる１０項目を重点項目であると考える。 

・平成 16 年度調査と比較すると、同じ範囲に含まれていたのは５項目であり、うち「幹線道路

の整備」が今回は範囲を外れている。また、あらたに今回から加えられた「防犯対策の推進」、「防

災・災害対策の推進」、「子育て支援の充実」、「障害者福祉の充実」などの項目の重要度が高くな

っている。 

 
 

【満足度（平均ポイント）】 

【
重
要
度
（
平
均
ポ
イ
ン
ト
）
】 

高齢者福祉の充実

医療の充実

保健指導の充実

スポーツ施設の整備

生涯学習プログラムの充実

生涯学習施設の整備

生涯学習情報の提供

学校の地域開放

水辺の憩いの場

自然環境の保全

公園、遊び場の整備

バスの便利さ

鉄道の便利さ

刈谷駅周辺の整備

生活道路の整備

幹線道路の整備
都市の美化、景観の整備

防犯対策の推進

防災・災害対策の推進

子育て支援の充実

障害者福祉の充実

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

4.1

4.2

4.3

2.4 2.5 2.6 2.7 2.8 2.9 3.0 3.1 3.2 3.3 3.4
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10.025

10.323

10.390

10.610

10.691

10.960

10.980

11.490

11.582

11.422

11.584

11.850

11.958

12.137

12.098

12.338

12.347

12.630

12.717

13.224

13.431

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0

防犯対策の推進

バスの便利さ

防災・災害対策の推進

刈谷駅周辺の整備

子育て支援の充実

高齢者福祉の充実

障害者福祉の充実

生活道路の整備

医療の充実

公園、遊び場の整備

水辺の憩いの場

幹線道路の整備

自然環境の保全

都市の美化、景観の整備

保健指導の充実

スポーツ施設の整備

生涯学習施設の整備

生涯学習プログラムの充実

生涯学習情報の提供

鉄道の便利さ

学校の地域開放

 
＜ニーズ得点（全体平均）＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・満足度と重要度から「ニーズ得点」を算出し、市政に対する市民のニーズについて分析する。

ニーズ得点は、重要度が高いほど、かつ、満足度が低いほど、点数が高くなる指標であり、重要

度得点と満足度得点を平均ポイント算出時と同様に設定したうえで下記のように算出される。 
 
 

ニーズ得点＝重要度得点×（６－満足度得点） 
 

 
・ニーズ得点が高い上位５項目は、以下のようになっている。 
 

１：防犯対策の推進 ····························13.431 

２：バスの便利さ ······························13.224 

３：防災・災害対策の推進 ······················12.717 

４：刈谷駅周辺の整備 ··························12.630 

５：子育て支援の充実 ··························12.347 
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4

3 1 .7

4 1 .2

1 5 .7

4 3

1 1 7 5

凡例

満足

やや満足

ふつう

やや不満

不満

無回答

 
（４）現状に対する総合的満足度 

 
問５．刈谷市の現状について、あなたは総合的にみてどのように感じていますか。（○は

１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「ふつう」が 41.2％で最も多い。次いで「やや満足」が 31.7％であり、「満足」（4.4％）と合

わせて 36.1％の人が総合的に『満足』であると評価している。 

 

 
 

（％）

3.6 3.5 4.4
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2 7 .7

7 1 .1

1 1 7 5

凡例

行っている

行っていない

無回答

9.6

2 7 .8

6 1 .5

1 1 7 5

凡例

現在活動している

過去に活動の経験がある

全く経験がない

無回答

３ 生涯学習、ボランティアなどについて 
（１）生涯学習への取り組み状況 

 
問６．『生涯学習』とは、一般的に子どもから高齢者まで、趣味、スポーツ、レクリエーシ

ョン、ボランティア活動など、生きがいのある充実した活動をすることだといわれて

いますが、現在あなたは、『生涯学習』を行っていますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「行っている」が 27.7％、「行っていない」が 71.1％となっている。 

 
（２）ボランティア活動の経験 

 
問７．あなたは、今までにボランティア活動の経験がありますか。（○は１つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「全く経験がない」が 61.5％、「過去に活動の経験がある」が 27.8％、「現在活動している」が

9.6％となっている。 

 
 

（％）

（％）

1.3 

1.0 
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件数=11 7 5

活動に必要な知識や情
報が得やすいこと    
                    

学校でボランティアに
ついて教えること    
                    

ボランティア活動やそ
の重要性についてＰＲ
すること            

相談窓口を充実させる
こと                
                    

指導したり相談できる
人を育てること      
                    

ボランティアについて
の講演会やセミナーを
開催すること        

ボランティア活動や交
流の場づくりをするこ
と                  

活動者への金銭的な支
援を行うこと        
                    

ボランティア休暇が取
れるように企業に協力
を求めること        

　無回答            
                    
                    

0 2 0 4 0 6 0

5 2.3

2 7.7

2 8.1

1 7.4

2 8.6

9.8

3 8.4

1 9.4

2 8.3

4.6

 
（３）ボランティア活動を盛んにするための支援 

 
問８．あなたは、ボランティア活動を盛んにするために、どのような市の支援が必要だと

思いますか。（○は３つまで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「活動に必要な知識や情報が得やすいこと」が 52.3％で最も多く、以下「ボランティア活動や

交流の場づくりをすること」（38.4％）、「指導したり相談できる人を育てること」（28.6％）、「ボ

ランティア休暇が取れるように企業に協力を求めること」（28.3％）、「ボランティア活動やその

重要性についてＰＲすること」（28.1％）、「学校でボランティアについて教えること」（27.7％）

などが続いている。 

 

 

 

（％）
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2

1 9 .7

1 4 .7

1 9 .9

4 2 .4
1 1 7 5

凡例

ほとんど毎日

週に１～３回程度

月に１～３回程度

年に数回程度

全くしない

無回答

39.2

5 9 .7

1 1 7 5

凡例

知っている

知らない

無回答

４ スポーツへの取り組みについて 

（１）スポーツへの取り組み状況 
 

問９．あなたは、普段スポーツをどの程度されていますか。（○は１つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「全くしない」が 42.4％で最も多い。スポーツをする人の内訳は、「年に数回程度」が 19.9％、

「週に１～３回程度」が 19.7％、「月に１～３回程度」が 14.7％、「ほとんど毎日」が 1.9％とな

っている。全体の約５分の１強が『週に１回以上』スポーツをしていると答えている。 

 
（２）「総合型地域スポーツクラブ」の認知度 

 
問 10．あなたは、6 中学校区で設立されている（または設立が進められている）「総合型

地域スポーツクラブ」を知っていますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「知っている」が 39.2％、「知らない」が 59.7％となっており、「総合型地域スポーツクラブ」

の認知度は現在４割程度となっている。 

（％）

（％）

1.9 

1.4 

1.1 
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1 4 .1

2 5 .1

2 5 .2

1 9 .7

1 4 .3

1 1 7 5

凡例

関心がある

やや関心がある

普通

あまり関心がない

関心がない

無回答

 
（３）「総合型地域スポーツクラブ」の関心度 

 
問 11．あなたは、「総合型地域スポーツクラブ」に関心がありますか。（○は１つ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「やや関心がある」が 25.1％で「関心がある」が 14.1％となっており、「総合型地域スポーツ

クラブ」の関心度は現在４割程度となっている。 

 

（％）

1.6 



 20

現在やっているスポーツ

件数=35 2 5

（１）ウォーキング  
                    
                    

（２）マラソン      
                    
                    

（３）水泳          
                    
                    

（４）サッカー（フッ
トサル含む）        
                    

（５）野球          
                    
                    

（６）ソフトボール  
                    
                    

（７）テニス        
                    
                    

（８）バドミントン  
                    
                    

（９）卓球          
                    
                    

（10）バスケットボー
ル                  
                    

0 2 0 4 0 6 0 8 0

1 6.6

3 7.8

1 0.9

1.1

1 3.8

1.3

3.1

2 8.9

3.4

1.2

1 0.6

2.0

1.2

9.8

1.0

1.4

1 1.6

1.3

2.1

1 8.6

3.1

1.4

1 6.3

1.3

1.4

1 7.3

2.4

0.5

9.7

1.2

（11）バレーボール（
ソフトバレー含む）  
                    

（12）ボウリング    
                    
                    

（13）ゴルフ        
                    
                    

（14）ヨガ（太極拳）
                    
                    

（15）武道（柔道・空
手・弓道）          
                    

（16）ダンス        
                    
                    

（17）エアロビクス  
                    
                    

（18）その他        
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 2 0 4 0 6 0 8 0

1.0

1 3.0

1.7

3.4

1 7.8

3.4

5.7

1 3.7

6.1

3.1

2 9.4

4.2

0.6

1 2.3

0.9

1.1

1 8.0

1.5

2.0

1 6.3

2.0

2.9

4.5

3.4

6 6.9

2 7.4

6 9.2

凡例

現在やっているスポーツ

現在やっていないが、今後やってみたいスポーツ

現在やっていて、今後も引き続きやりたいスポーツ

 
（４）スポーツへの取り組み状況と意向 

 
問 12．あなたが現在やっているスポーツ、また、今後やってみたいスポーツは何ですか。

各項目について、現在の実施状況、今後の実施意向について、○をつけてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・現在やっているスポーツでは、「ウォーキング」が最も多く、今後やってみたいスポーツは「ウ

ォーキング」や「ヨガ（太極拳）」、「水泳」などが多く、今後も引き続きやりたいスポーツは、「ウ

ォーキング」や「ゴルフ」などが多くなっている。 

（％） 
件数＝1175 

（％）
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4 7 .0

1 4 .5

1 0 .0

3

9 .4

1 0 .1
5

1 1 7 5

凡例

身近な地域で気軽にスポーツ活動に参加できる環境の整備

スポーツ活動の拠点となる施設の整備

スポーツ教室の充実

スポーツ指導者の育成

スポーツに関する情報提供の充実

その他

特にない

無回答

 
（５）スポーツ活動推進のための施策 

 
問 13．市民のスポーツ活動を推進するために何に力を入れるべきだと思いますか。（○は１つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「身近な地域で気軽にスポーツ活動に参加できる環境の整備」が 47.0％で最も多くなっている。

以下「スポーツ活動の拠点となる施設の整備」（14.5％）、「スポーツ教室の充実」（10.0％）、「ス

ポーツに関する情報提供の充実」（9.4％）などが続いている。 

 
 

（％） 

4.7 

1.7 

2.6 
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問15　文化鑑賞する上での課題

件数=11 4 9

近くで鑑賞できる会場
がない              
                    

行きたいと思うような
魅力ある公演や催し物
が少ない            

チケットや入場券が手
に入りにくい        
                    

チケットや入場券の価
格が高い            
                    

公演や展覧会などの内
容がわかる情報が少な
い                  

鑑賞する時間がない  
                    
                    

その他              
                    
                    

特にない            
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 1 0 2 0 3 0

2 3.6

2 3.2

7.7

1 7.1

1 5.1

2 0.5

2.8

1 7.6

7.7

問14　この１年間で鑑賞した分野

13.3

6 .4

2

3 4 .21 3 .0

5

2 1 .9

2

1 1 7 5

凡例

音楽

演劇、演芸

舞踊

映画

美術（手工芸、写真含む）

郷土芸能

生活文化（生け花、茶道、書道、ファッションなど）

その他

特にない

無回答

５ 文化・芸術について 
（１）文化・芸術鑑賞への取り組み状況と課題 

 
問 14．あなたは、この一年間で劇場、会館、映画館、美術館、博物館などにおいて、次の

分野を直接鑑賞しましたか。最も多く鑑賞した分野についてお答え下さい。（○は１

つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「映画」が 34.2％と最も多く、以下「特にない」（21.9％）、「音楽」（13.3％）、「美術」（13.0）、

「演劇・演芸」（6.4％）となっている。 

 
問 15．問 14 で○をつけた分野を直接鑑賞する上での課題は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・「近くで鑑賞できる会場がない」が 23.6％で最も多く、以下「行きたいと思うような魅力ある

公演や催し物が少ない」（23.2％）、「鑑賞する時間がない」（20.5％）、「特にない」（17.6％）、「チ

ケットや入場券の価格が高い」（17.1％）と続いている。 

（％）

（％）

2.2 

0.9 
5.3 

0.6 

2.2 
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問16　この１年間で自分で演じたり作ったりしたもの

3
10 .0

3

5

7 .0

35 9 .2

5 .4

1 1 7 5

凡例

音楽（合唱、作曲含む）

カラオケ

演劇・演芸

舞踊

美術

文芸

郷土芸能

生活文化

写真、映像

その他

特にない

無回答

 
（２）自分で活動した分野と課題 

 
問 16．あなたが、この一年間に、ご自分で演じたり、作ったりしたものはありますか。 

最も多く活動した分野についてお答え下さい。（○は１つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「特にない」が 59.2％と最も多く、以下「カラオケ」（10.0％）、「写真、映像」（7.0％）、「生活

文化」（5.2％）となっている。 

 

 
問 17．問 16 で○をつけた活動をする上での課題は何ですか。（○はいくつでも） 

 

・「活動する時間が少ない」が 20.3％と多く、以下「近くで活動できる施設・場所が少ない」（15.6％）、

「地域の活動情報が少ない」（11.6％）と続いている。 

（％）

（％）

3.1 
0.9
1.2

3.1 1.5
0.3

5.2

3.3

問17　文化活動する上での課題

件数=11 1 2

近くで活動できる施設
・場所が少ない      
                    

施設への交通が不便（
駅から遠い、公共交通
機関が少ない等）    

活動を楽しむ同好の仲
間がいない、集まらな
い                  

指導者が少ない      
                    
                    

活動の費用がかかりす
ぎる                
                    

活動する時間が少ない
                    
                    

地域の活動情報が少な
い                  
                    

その他              
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 1 0 2 0 3 0 4 0

1 5.6

8.5

9.8

3.7

9.3

2 0.3

1 1.6

6.7

3 6.2
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4

4 6 .9

3 1 .7

1 1 .2

5 .9

1 1 7 5

凡例

豊かである

ある程度豊かである

あまり豊かではない

豊かではない

無回答

 
（３）文化・芸術の現状と効果 

 
問 18．あなたは、刈谷市の文化芸術の現状をどのように思われますか。（○は１つ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「ある程度豊かである」が 46.9％と最も多く、「豊かである」（4.3％）と合わせた 51.2％の人

が『豊かである』と評価している。また、「あまり豊かではない」（31.7％）と「豊かではない」

（11.2％）を合わせた 42.9％の人が『豊かではない』と評価している。 

（％）

4.3
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件数=11 7 5

生活の楽しみや生きが
いの充実になる      
                    

豊かな感受性や想像力
を育む              
                    

高齢者がより生き生き
と生活できるようにな
る                  

様々な人が知り合い、
協力する機会となる  
                    

文化都市のイメージが
高まる              
                    

まちが活気づく      
                    
                    

他の地域から訪れる人
が増加する          
                    

その他              
                    
                    

特に影響がない      
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 2 0 4 0 6 0 8 0

6 0.4

4 1.7

3 9.0

3 6.5

1 8.5

2 0.2

1 3.4

0.9

3.6

4.3

 
問 19．文化芸術は、市民や地域にどのような効果があるとお考えですか。（○はいくつで

も） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「生活の楽しみや生きがいの充実になる」が 60.4％と最も多く、以下「豊かな感受性や想像力

を育む」（41.7％）、「高齢者がより生き生きと生活できるようになる」（39.0％）、「様々な人が知

り合い、協力する機会となる」（36.5％）となっている。 

（％）
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６ 男女平等の意識について 

（１）平等と感じる度合い 
 

問 20．次の各分野において、男女の地位は平等になっていると思いますか。（各項目に○は１

つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「男性の方が優遇されている」を５点、「男性の方がやや優遇されている」を４点、「平等であ

る」を３点、「女性の方がやや優遇されている」を２点、「女性の方が優遇されている」を１点と

し、「どちらともいえない」「わからない」「無回答」を除いて平均ポイントを算出したところ、「政

治の場で」がポイントが最も高く、男性の優遇度が高いことを示している。以下「社会通念・習

慣や風習」、「職場で」、「地域社会の場で」の順で男性の優遇度が高いと考えられている。最も平

等に近いと考えられているのは「学校教育の場で」である。 

（％） 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て

い
る
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

男
性
の
方
が
や
や
優
遇
さ

れ
て
い
る
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

平
等
で
あ
る
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

女
性
の
方
が
や
や
優
遇
さ

れ
て
い
る
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て

い
る
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

わ
か
ら
な
い
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

　
無
回
答
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

                                  

（１）家庭生活で                  

（２）学校教育の場で              

（３）職場で                      

（４）政治の場で                  

（５）地域社会の場で              

（６）法律や制度                  

（７）社会通念・習慣や風習        

件数 平均

13.5 3 0 .8 3 1 .2 1 0 .9 1 1 7 5 ( 3 . 6 )

1 1 .7 4 7 .3 1 7 .8 1 1 7 5 ( 3 . 2 )

2 1 .2 3 4 .6 1 6 .5 1 1 7 5 ( 3 . 9 )

3 1 .1 3 2 .5 1 3 .6 8 .9 1 1 7 5 ( 4 . 2 )

1 5 .2 3 4 .0 2 1 .1 8 .8 9 .4 1 1 7 5 ( 3 . 8 )

1 1 .6 2 4 .6 3 2 .0 1 1 .4 1 1 7 5 ( 3 . 6 )

2 4 .7 3 8 .5 1 3 .4 1 1 7 5 ( 4 . 1 )

4.1 1.8 4.0

3.7 

8.4 

8.03.0 0.6 

3.1
3.3 2.3 

5.7

8.5
7.8 

6.6 

6.6 

6.7 

6.2 
7.9

6.30.4 

2.6

3.8 8.51.4 

1.0 3.8

1.0 5.6 

0.5 

（％） 
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件数=11 7 5

共働き家庭においても
女性に家事・育児の負
担がかかっている    

女性は結婚したり出産
すると仕事と家庭が両
立できなくなる      

高齢者の介護が女性の
負担となっている    
                    

家庭において男の子と
女の子の育て方が違う
                    

男は仕事、女は家庭と
いう考え方をする    
                    

職場においてお茶だし
などを女性がすること
が多い              

地域の自治会などにお
いて男性が役職につく
場合が多い          

市の審議会などの委員
に女性が少ない      
                    

　無回答            
                    
                    

0 2 0 4 0 6 0 8 0

6 0.6

4 7.2

5 2.8

6.1

2 2.4

9.8

2 4.3

1 8.0

4.9

 
（２）男女が助け合っていくための課題 

 
問 21．あなたは、男女が共に助け合って社会をつくっていくために、どんなことが問題だ

とお感じですか。（○は３つまで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・「共働き家庭においても女性に家事・育児の負担がかかっている」が 60.6％で最も多く、以下

「高齢者の介護が女性の負担となっている」（52.8％）、「女性は結婚したり出産すると仕事と家

庭が両立できなくなる」（47.2％）、「地域の自治会などにおいて男性が役職につく場合が多い」

（24.3％）などが続いている。 

 

 
 

（％）
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5 .5

2 6 .3

5 2 .3

1 0 .1
5

1 1 7 5

凡例

とても健康である

健康である

普通である

病気がちである

病気である

無回答

20.5

6 6 .8

1 1 .4

1 1 7 5

凡例

不安である

やや不安である

不安はない

無回答

７ 健康について 

（１）自分の健康状態について 
 

問 22．あなたは、ご自分の健康についてどのようにお考えですか。（○は１つ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「普通である」が 52.3％で最も多い。次いで「健康である」が 26.3％となっており、「とても

健康である」（5.5％）と合わせて 31.8％の人が自分を『健康である』と評価している。「病気が

ちである」は 10.1％、「病気である」は 4.8％となっている。 

 
（２）将来の健康についての不安 

 
問 23．あなたは、将来の自分の健康について不安ですか。（○は１つ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「やや不安である」が 66.8％で最も多く、「不安である」（20.5％）と合わせて 87.3％の人が将

来の自分の健康について『不安である』と考えている。 

 

（％）

（％）

4.8 

1.0 

1.3 
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1 4 .6

2 1 .8

4 3 .7

9 .5

3
5 3

1 1 7 5

凡例

健康教育や健康相談の充実

健康意識の普及啓発や健康づくりに関する情報提供の充実

休日や夜間などの救急医療体制の充実

保健センターの施設、整備の充実

その他

特にない

無回答

3
10 .1

8 4 .5

1 1 7 5

凡例

内容まで詳しく知っている

概要は知っている

名前は知っている

全く知らない

無回答

 
（３）市民の健康づくりのための施策 

 
問 24．市民の健康づくりを増進するため何に力を入れるべきだと思いますか。（○は１つ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「休日や夜間などの救急医療体制の充実」が 43.7％で最も多く、以下「健康意識の普及啓発や

健康づくりに関する情報提供の充実」（21.8％）、「健康教育や健康相談の充実」（14.6％）、「保健

センターの施設、整備の充実」（9.5％）が続いている。 

 
 
（４）「健康日本 21 かりや計画」の認知度 

 
問 25．あなたは、「健康日本 21 かりや計画」を知っていますか。（○は１つ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「全く知らない」が 84.5％で最も多く、「名前は知っている」（10.1％）と続いている。 

（％）

（％）

2.7 
2.7 

5.0 

2.7 

1.0 

1.6 
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件数=11 7 5

栄養・食生活について
                    
                    

身体活動・運動につい
て                  
                    

休養・こころの健康づ
くりについて        
                    

たばこについて      
                    
                    

アルコールについて  
                    
                    

歯の健康について    
                    
                    

その他              
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 2 0 4 0 6 0

5 6.5

4 2.6

4 3.8

6.8

6.2

1 4.4

2.4

4.8

 
（５）健康づくりについて知りたい情報 

 
問 26．あなたが、健康づくりについて知りたい情報は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「栄養・食生活について」が 56.5%と最も多く、次いで「休養・こころの健康づくりについて」

（43.8%）、「身体活動・運動について」（42.6％）が多くなっている。 

 
 

（％）
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件数=11 7 5

近距離はできるだけ、
自動車を使わない    
                    

外出時になるべくバス
・電車など公共交通機
関を利用する        

資源・エネルギーの節
約に努めている（節電
・節水など）        

洗剤などは詰め替え製
品を選んでいる      
                    

トイレットペーパー等
の消耗品は、リサイク
ル製品を利用している

簡易包装や買い物袋の
持参に協力している  
                    

生ごみを自家処理して
いる                
                    

リサイクルに協力して
いる                
                    

ごみの分別をきちんと
している            
                    

その他              
                    
                    

特にしていない      
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 2 0 4 0 6 0 8 0

3 1.6

1 4.6

4 5.9

6 4.1

2 6.9

2 9.7

1 0.0

4 5.0

7 7.9

1.4

3.2

0.9

８ 環境について 
（１）環境にやさしい生活の取り組み状況 

 
問 27．あなたは、環境にやさしい生活のためにどのようなことをしていますか。 

（○はいくつでも） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「ごみの分別をきちんとしている」が 77.9％で最も多く、以下「洗剤などは詰め替え製品を選

んでいる」（64.1％）、「資源・エネルギーの節約に努めている（節電・節水など）」（45.9％）、「リ

サイクルに協力している」（45.0％）と続いている。 

（％）
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3 9 .1

5 1 .2

7 .4

1 1 7 5

凡例

大いに関心がある

少し関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

無回答

 
（２）ごみ問題への関心 

 
問 28．あなたは、ごみ問題への関心はありますか。（○は１つ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「少し関心がある」が 51.2％で最も多く、「大いに関心がある」（39.1％）と合わせて 90.3％の

人がごみ問題へ『関心がある』と答えている。 

 
 
 

（％）

1.0 

1.3 
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少ないと感じる

件数=23 5 0

可燃ごみ（週２回）  
                    
                    

不燃ごみ（月１回）  
                    
                    

空き缶・金属（月２回
）                  
                    

アルミ缶（月２回程度
）                  
                    

プラスチック製容器包
装ごみ（週１回）    
                    

ペットボトル（月１回
）                  
                    

ガラスビン（週１回）
                    
                    

紙製容器包装ごみ（月
２回）              
                    

　無回答            
                    
                    

0 2 0 4 0 6 0 8 0

1 0.0

1.5

3 8.3

0.9

8.0

6.7

1 8.9

1.4

1 1.5

3.1

4 3.6

0.9

3.9

1 9.5

8.4

6.4

2 8.4

6 8.5

凡例
少ないと感じる

多いと感じる

 

（３）ごみ収集の回数について 
 

問 29．現在のごみ収集の回数について、少ないと感じているものはありますか。（○はいくつ

でも） 

問 30．現在のごみ収集の回数について、多いと感じているものはありますか。（○はいくつで

も） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

・少ないと感じるものは「ペットボトル」や「不燃ごみ」が多くなっており、多いと感じるもの

は「ガラスビン」が多くなっている。 

 
 

（％）

） 

） 

） 
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件数=11 7 5

資源ごみの分別種類を
増やす              
                    

資源ごみの分別種類を
減らす              
                    

ごみ出しルール違反者
に対する罰則を設ける
                    

ごみの回収を有料化に
する                
                    

資源ごみリサイクル推
進のPRをする        
                    

ごみの収集回数を減ら
す                  
                    

ごみの回収場所を減ら
す                  
                    

その他              
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0

1 3.2

6.6

2 9.0

1 0.6

4 5.9

2.6

1.9

1 1.0

1 0.9

 

（４）ごみ減量化のための有効な方法 
 

問 31．あなたは、ごみの減量化のために、どのような方法が有効だと思いますか。（○は

いくつでも） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「資源ごみリサイクル推進の PR をする」が 45.9%と最も多く、以下「ごみ出しルール違反者に

対する罰則を設ける」（29.0%）、「資源ごみの分別種類を増やす」（13.2％）となっている。 

 
 
 
 

（％）
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問32　東海地震についての認知度

13.2

7 3 .6

9 .2
2

1 1 7 5

凡例

刈谷市で予想される震度を知っている

起きる可能性が高いということは知っている

名前ぐらいは知っている

全く知らない

無回答

問33　東南海地震についての認知度

9.2

6 7 .5

1 3 .3

6 .2
4

1 1 7 5

凡例

刈谷市で予想される震度を知っている

起きる可能性が高いということは知っている

名前ぐらいは知っている

全く知らない

無回答

９ 防災・災害対策について 
（１）東海地震の認知度 

 
問 32．あなたは、東海地震についてどの程度まで知っていますか。（○は１つ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「起きる可能性が高いということは知っている」が 73.6％と最も高く、「刈谷市で予想される震

度を知っている」は 13.2％、「名前ぐらいは知っている」は 9.2％、「全く知らない」は 2.2％と

なっている。 

 

（２）東南海地震の認知度 
 

問 33．あなたは、東南海地震についてどの程度まで知っていますか。（○は１つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「起きる可能性が高いということは知っている」が 67.5％と最も高く、「刈谷市で予想される震

度を知っている」は 9.2％、「名前ぐらいは知っている」は 13.3％、「全く知らない」は 6.2％と

なっている。 

（％）

（％）

2.2

1.8 

3.8
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件数=1 1 7 5

住宅の耐震診断又は耐
震補強              
                    

家具転倒防止器具の取
り付け              
                    

非常持ち出し品の準備
                    
                    

食糧や水などの備蓄  
                    
                    

避難場所の確認      
                    
                    

家族で災害時の連絡方
法などについて話し合
い                  

火災警報器の設置    
                    
                    

その他              
                    
                    

特に準備していない  
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0

1 1.3

3 0.5

4 2.1

3 4.7

3 6.0

1 8.3

5.9

0.4

1 9.3

4.3

 
（３）家庭での地震のための備え 

 
問 34．あなたの家では、地震等に対してどのような備えをしていますか。（○はいくつで

も） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「非常持ち出し品の準備」が 42.1％で最も多く、以下「避難場所の確認」（36.0％）、「食糧や水

などの備蓄」（34.7％）、「家具転倒防止器具の取り付け」（30.5％）などが続いている。また、「特

に準備していない」は 19.3％となっている。 

 

（％）



 37

件数=49 5

預金通帳などの貴重品
                    
                    

医薬品              
                    
                    

着替えや下着などの衣
類                  
                    

携帯ラジオ          
                    
                    

懐中電灯            
                    
                    

ヘルメット          
                    
                    

その他              
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

2 3.8

3 8.4

3 6.6

7 3.5

9 0.5

1 0.5

1 3.5

0.4

 
（４）準備している非常持ち出し品 

 
【問 34 で「３．非常持ち出し品の準備」と答えた方にお聞きします。】 

問 35．具体的にはどのような準備をしていますか。（○はいくつでも） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「懐中電灯」が 90.5％で最も多く、以下「携帯ラジオ」（73.5％）、「医薬品」（38.4％）、「着替

えや下着などの衣類」（36.6％）、「預金通帳などの貴重品」（23.8％）、「その他」（13.5％）の順

となっている。 

・「その他」の内訳は、「非常食」、「飲料水」、「ラップ」、「スリッパ」、「ロープ」、「軍手・手袋」

などが挙げられている。 

 
 

（％）
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2 8 .2

3 5 .3

2 6 .5

4 2 2

4 0 8

凡例

１日分

２日分

３日分

４日分

５日分

６日分以上

無回答

7.0

8 .4

3

1 5 .9

3 8 .8

2 4 .2

3

2 2 7

凡例

東海地震などの大地震は起こらないと思う

もし、地震が起きても大した被害はないと思う

食糧などは市が準備してくれるから必要ないと思う

準備する時間がないから

準備する内容がよくわからないから

その他

無回答

 
（５）食糧や水の備蓄量 

 
【問 34 で「４．食糧や水などの備蓄」と答えた方にお聞きします。】 

問 36．食糧や水は、何日分の備蓄をしていますか。（○は１つ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「２日分」が 35.3％で最も多く、次いで「１日分」が 28.2％、「３日分」が 26.5％となってい

る。４日分以上備蓄している家庭は 8.7％となっている。 

 
（６）準備していない理由 

 
【問 34 で「９．特に準備していない」と答えた方にお聞きします。】 

問 37．なぜ準備していないのですか。（○は１つ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「準備する内容がよくわからないから」が 38.8％で最も多く、以下「その他」（24.2％）、「準備

する時間がないから」（15.9％）などが続いている。 

・「その他」の内訳は、「準備が面倒」、「なんとなくしていない」、「逃げることが肝心だから」な

どとなっている。「以前から準備をしてきたが、入れ替えが面倒」という意見もあった。 

（％）

（％）

4.2 2.5 

2.0 1.5 

3.1 

2.6 
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件数=11 7 5

地震の規模や震源など
地震に関する情報    
                    

各地の被害状況      
                    
                    

家族や親戚などの安否
                    
                    

避難所の開設状況    
                    
                    

電気、水道、ガスなど
のライフラインに関す
る情報              

鉄道やバスなどの公共
交通機関に関する情報
                    

高速道路や一般道の交
通情報              
                    

市役所業務や公共サー
ビスに関する情報    
                    

ボランティアの募集な
どに関する情報      
                    

その他              
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 2 0 4 0 6 0 8 0

3 3.5

2 7.3

6 9.3

5 0.8

6 8.4

5.0

5.9

1 3.5

3.6

0.2

2.6

 
（７）地震発生時に必要な情報 

 
問 38．大地震が起こった場合に、あなたはどのような情報が必要だと思いますか。（○は

３つまで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

・「家族や親戚などの安否」が 69.3％で最も多く、以下「電気、水道、ガスなどのライフライン

に関する情報」（68.4％）、「避難所の開設状況」（50.8％）、「地震の規模や震源など地震に関する

情報」（33.5％）、「各地の被害状況」（27.3％）などが続いている。 

 

（％）
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件数=11 7 5

インターネットホーム
ページ              
                    

ケーブルテレビ（キャ
ッチネットワーク）  
                    

コミュニティーＦＭ（
エフエムキャッチ）  
                    

市の広報車          
                    
                    

刈谷市メール配信サー
ビス                
                    

地域自主防災会      
                    
                    

電話による問い合わせ
                    
                    

市役所等へ直接出向く
                    
                    

その他              
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 2 0 4 0 6 0

2 7.0

2 5.3

1 5.0

5 0.2

1 6.9

2 0.7

3 4.1

9.1

7.1

3.8

 
（８）震災時の情報の入手方法 

 
問 39．大地震が起こった場合に、あなたはどの入手方法で必要な情報を得ますか。（○はいく

つでも） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

・「市の広報車」が 50.2％で最も多く、以下「電話による問い合わせ」（34.1％）、「インターネッ

トホームページ」（27.0％）、「ケーブルテレビ」（25.3％）、「地域自主防災会」（20.7％）などが

続いている。 

 

 

（％）
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8 .9

5

2 8 .0
5 5 .0

3

1 1 7 5

凡例

防災訓練など実際に活動したことがある

どのような活動をしているか知っている

名前ぐらいは知っている

全く知らない

無回答

4 3

2 7 .6

6 .9
4 5 .4

1 0 .0
3

1 1 7 5

凡例

積極的に参加したい

自分の親戚などが住んでいる地域なら参加したい

時間に余裕があれば参加したい

職場の支援があれば参加したい

その時にならないとわからない

参加したいとは思わない

無回答

 
（９）自主防災会の認知度 

 
問 40．あなたは、各地区に自主防災会という組織があることを知っていますか。（○は１

つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「全く知らない」が 55.0％で、過半数に達している。「名前ぐらいは知っている」は 28.0％、「防

災訓練など実際に活動に参加したことがある」は 8.9％、「どのような活動をしているか知ってい

る」は 5.2％となっており、自主防災会を名前以上に知っている人は２割未満となっている。 

 
 
（10）災害ボランティア活動への参加意向 

 
問 41．あなたは、災害ボランティア活動に参加したいと思いますか。（○は１つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「その時にならないとわからない」が 45.4％で最も多く、次いで「時間に余裕があれば参加し

たい」が 27.6％で、この２つで７割以上を占めている。『参加したい』（「～参加したい」の合計）

は 41.4％、「参加したいとは思わない」は 10.0％となっており、半数に近い人が参加意向を持っ

ていることがうかがえる。 

（％）

（％）

5.2 

3.0 

4.33.1 
2.6 

に参加したことがある 
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問42　参加したい災害ボランティア活動

件数=4 8 7

避難所における手伝い
                    
                    

炊き出し            
                    
                    

救援物資の仕分け・配
送                  
                    

家屋の片付けの手伝い
                    
                    

子供の世話や遊び相手
                    
                    

高齢者や障害者の介護
                    
                    

特別の資格や技能を活
かした活動          
                    

被災者への情報提供  
                    
                    

その他              
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 2 0 4 0 6 0

5 9.8

4 4.6

4 0.2

2 3.0

2 2.8

2 1.6

1 1.1

1 4.2

0.8

1.4

 

 
【問 41 で１～４のいずれかに答えた方にお聞きします。】 

問 42．あなたはどのような災害ボランティア活動に参加したいですか。（○はいくつでも） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「避難所における手伝い」が 59.8％で最も多く、以下「炊き出し」（44.6％）、「救援物資の仕分

け・配送」（40.2％）、「家屋の片付けの手伝い」（23.0％）、「子供の世話や遊び相手」（22.8％）、

「高齢者や障害者の介護」（21.6％）と続いている。 

 

 

（％）
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5 .4

1 2 .0

6 3 .4

1 2 .1

3 4

1 1 7 5

凡例

満足

やや満足

ふつう

やや不満

不満

無回答

10 広報・広聴について 
（１）市役所からの情報提供の満足度 

 
問 43．あなたは、市役所からの情報提供についてどう思いますか。（○は１つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「ふつう」が 63.4％と最も多く、次いで「やや満足」が 12.0％となっており、「満足」（5.4%）

と合わせて 17.4％の人が市の情報提供には『満足』と評価している。また、「やや不満」（12.1％）

と「不満」（3.3％）を合わせた 15.4％の人は『不満』と評価している。 

 

（％）

3.3 

3.8 3.8 
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件数= 1 1 7 5

市民だより          
                    
                    

回覧板              
                    
                    

インターネットホーム
ページ              
                    

アイリスガイド刈谷  
                    
                    

ケーブルテレビ（キャ
ッチネットワーク）  
                    

コミュニティＦＭ（エ
フエムキャッチ）    
                    

刈谷市メール配信サー
ビス                
                    

電話による問い合わせ
                    
                    

市役所や公共施設に出
向いて              
                    

市職員が地域に出向く
出前講座            
                    

その他              
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

9 0.7

6 4.3

8.9

1.2

5.6

0.5

4.2

3.1

4.2

0.3

1.4

3.1

 
（２）市役所からの情報入手手段 

 
問 44．あなたは、市役所からの情報をどのように得ていますか。（○はいくつでも） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

・「市民だより」が 90.7％と最も多く、次いで「回覧板」は 64.3％となっている。「インターネ

ットホームページ」（8.9％）や「ケーブルテレビ」（5.6％）、「刈谷市メール配信サービス」（4.2％）

など昨今の通信事情を背景に情報入手手段の多様化がうかがえる。 

 

（％）
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件数= 1 1 7 5

福祉・健康に関するこ
と                  
                    

子育てや教育に関する
こと                
                    

まちづくりに関するこ
と                  
                    

防災・防犯に関するこ
と                  
                    

道路・建築・上下水道
に関すること        
                    

環境に関すること    
                    
                    

生涯学習に関すること
                    
                    

歴史や文化に関するこ
と                  
                    

その他              
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 2 0 4 0 6 0

5 7.1

2 7.9

2 9.8

5 0.6

2 4.8

2 6.6

2 5.3

1 0.5

2.1

7.3

 
（３）市役所から欲しい情報 

 
問 45．あなたは、市役所から、どのような情報を得たいですか。（○はいくつでも） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

・「福祉・健康に関すること」が 57.1％と最も多く、以下「防災・防犯に関すること」（50.6％）、

「まちづくりに関すること」（29.8％）、「子育てや教育に関すること」（27.9%）、「環境に関する

こと」（26.6%）、「生涯学習に関すること」（25.3%）、「道路・建築・上下水道に関すること」（24.8％）

となっている。 

 

（％）
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件数= 1 1 3

内容に興味がない・面
白くない            
                    

内容がわかりにくい  
                    
                    

読む時間がない      
                    
                    

ページ数が多すぎる  
                    
                    

文字が細かすぎる    
                    
                    

その他              
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0

3 1.0

5.3

4 5.1

2.7

7.1

2 6.5

2.7

4 6 .1

2 2 .9

1 9 .4

5 .5
4 2

1 1 7 5

凡例

毎号読む

ほぼ毎号読む

時々読む

ほとんど読まない
全く読まない

無回答

 
（４）「かりや市民だより」の閲読状況 

 
問 46．あなたは、「かりや市民だより」を読んでいますか。（○は１つ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「毎号読む」が 46.1％と最も多く、次いで「ほぼ毎号読む」（22.9％）、「時々読む」（19.4％）

の合計 88.4%の人が市民だよりを読んでいる。 

 
（５）「かりや市民だより」を読まない理由 

 
【問 46 で４～５のいずれかに答えた方にお聞きします。】 

問 47．「かりや市民だより」を読まない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「読む時間がない」が 45.1％と最も多く、以下「内容に興味がない」（31.0％）、「その他」（26.5％）

となっている。 

・「その他」の内訳については、「広報誌は知っているが、手元にこない」、「そのものの存在を知

らない」などが挙げられている。 

 

（％）

4.1 

2.0 
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件数= 1 0 3 9

前半の特集コーナー  
                    
                    

情報コーナー（募集・
講座・教室）        
                    

情報コーナー（催し・
スポーツ）          
                    

情報コーナー（子育て
・子どもの広場）    
                    

情報コーナー（健康・
福祉）              
                    

情報コーナー（お知ら
せ等）              
                    

健康ガイド（妊産婦・
乳児、乳幼児健診）  
                    

健康ガイド（個別接種
）                  
                    

健康ガイド（成人検診
）                  
                    

健康ガイド（成人教室
）                  
                    

その他              
                    
                    

　無回答            
                    
                    

0 2 0 4 0 6 0

4 6.7

5 2.6

5 2.4

2 2.8

4 8.6

5 5.8

1 6.2

2 0.1

3 6.2

2 2.8

4.1

3.3

 
（６）「かりや市民だより」で読んでいるコーナー 

 
【問 46 で１～３のいずれかに答えた方にお聞きします。】 

問 48．あなたは、「かりや市民だより」のどのコーナーを読んでいますか。（○はいくつで

も） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「情報コーナー（お知らせ等）」が 55.8％と最も多く、以下「情報コーナー（募集・講座・教室）」

（52.6％）、「情報コーナー（催し・スポーツ）」（52.4％）、「情報コーナー（健康・福祉）」（48.6%）、

「前半の特集コーナー」（46.7％）と続いており、『情報コーナー』の注目度が高いことがうかが

える。 

 

（％）

） 

） 

） 
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1 1 .7

2 0 .6

5 6 .0

5
2 5

1 1 7 5

凡例

満足

やや満足

ふつう

やや不満

不満

無回答

6.0

2 6 .0

4 6 .6

1 1 .2

6 .5 4

1 1 7 5

凡例

反映されていると思う

どちらかといえば反映されていると思う

どちらともいえない

どちらかといえば反映されていないと思う

反映されていると思えない

無回答

 
（７）「かりや市民だより」の満足度 

 
問 49．あなたは、「かりや市民だより」についてどのように感じていますか。（○は１つ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「ふつう」が 56.0％と最も多く、次いで「やや満足」が 20.6％となっており、「満足」（11.7%）

と合わせて 32.3％の人が市民だよりに『満足』と評価している。 

 

（８）市民の意見の市政への反映度 
 

問 50．総合的にみて、市民のみなさまの意見や要望は市政に反映されていると思いますか。（○

は１つ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「どちらともいえない」が 46.6％と最も多く、次いで「どちらかといえば反映されていると思

う」が 26.0％となっており、「反映されていると思う」（6.0％）と合わせて 32.0％の人が市政に

自分の意見や要望が『反映されている』と評価している。 

 

 

（％）

（％）

5.1 2.0 
4.6 

3.7 




